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一

■

ェ

■ ■
モ
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昭

和
恐

慌
期
に

お

け
る

農
民
の

諸
動
向
に

つ

い

て

は

じ
め

に

1

農
本
主

義
者
に

よ

る

｢

農
村
救
済
請
願
運
動
+

2

一

般
的
動
向

3

農
民

組
合
の

対

応

4

運
動
の

影
響
と

帰
結

む

す
ぴ

は

じ

め
に

従

来
､

戦
前
に

お

け
る

日

本
の

貞
業
を

め

ぐ
る

諸

問
題
が

､

も

っ

ぱ

ら

地

主

小

作
関
係
を

め

ぐ

る

も
の

と

し

て

考
え
ら

れ

て

き

た

た

め

に
､

そ

れ

に

収

れ

ん

さ

れ

え

な
い

農
民

(

あ

る

い

は

農
村
)

の

諸

動
向

は
､

全

く

無
視
さ

れ

て

き

た

と
い

っ

て

も

過

言
で

は

な

ヽ

0

､

.∨

島

袋

善

弘

本
稿
で

取

扱
う
昭

和
恐

慌
期
は

､

地

主

小

作
関
係
で

は

把

握

し

え

な
い

農
民
の

諸

動
向

が

広
汎
に

あ

ら
わ

れ

る

時
期
で

あ

る
｡

そ

し
て

､

こ

の

時

期
の

そ

の

よ

う

な

諸

動
向
に

つ

い

て

記
し

た

論
文

が

全

く

無
い

と
い

う
わ

け
で

は

な
い

｡

し
か

し
､

従

来
の

研

究
で

は
､

記
さ

れ

た

諸

現

象
の

量
が

少

な
い

と

い

う

意
味
で

不

充

分
で

あ

る

の

み

な

ら

ず
､

そ

の

諸

現

象
の

中
に

農
民

諸

階
層
の

特

徴
的

ヽ

ヽ

ヽ

な

動
き
を

摘
出
す

る

と
い

う

意
識
が

欠

如
し

て

い

る

と
い

う

意
味

で

も

(

そ

の

こ

と

ほ

農
民

諸

階

層
の

動
向
の

本
質
的

な

意
味
が

把

握
さ

れ

な
い

と
い

う
結
果
を

導
く

も

の

で

あ

る
)

不

充

分

で

あ

(

1
)

る
｡

こ

の

点
は

､

農
民
の

諸

動
向

稔

体

(

就

中
そ

の

本

質
)

を

階

級

対

立
と

い

う

形
で

鋭
く

え

ぐ

り

だ

す
ほ

ず
で

あ

る

農
民

運

動
史
研

脱
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究
に

つ

い

て

も

指
摘
さ

れ

う
る

｡

例
え

ば
､

農
民

運

動
の

通

説
的

見

解
を

提
示

す
る

農
民

運

動
史
研
究
会

編

『

日

本

兵
民

運

動
史
』

は
､

こ

の

時
期
に

｢

反

封
建

闘

争
+

(

小

作
争
議
を

意

味
す

る
)

(

2
)

を

基
軸
と

し
つ

つ

｢

反

独

占
運

動
の

萌
芽
形
態
+

が

あ

ら
わ

れ

た

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

(

3
)

と

し
､

自
作
農
の

基

本

的

中
立

性
を

前

提
と

す
る

論
理
を

展
開
す

る
｡

し

か

し

な
が

ら

以

下
に

摘
出
す

る

如
く

､

こ

の

時
期
に

は

自

作
農
を

含
め

た

闘
争
を

｢

萌
芽
的
形
態
+

と

す
る

論
理

が

成

立

す

る

余
地

は

な
い

と
み

て

よ

い
｡

本

稿
は

以
上

の

よ

う
に

研
究

史

上
､

量
的
に

ほ

不

充

分
で

あ

り
､

と

り

あ

げ
る

視
角
と
い

う
点

で

ほ

欠

落
し
て

い

る

昭

和
恐

慌
期
に

お

け
る

農
民

諸

階
層
の

動
向

を
､

も
っ

ぱ

ら

公

刊
資
料
に

よ
っ

て

摘
出
し

､

そ

れ

に

よ

っ

て

運

動
主

体
の

構
造
を

検
討
し

た

も
の

で

(

4
)

あ

る
｡

1

農
本
主

義
者
に

よ

る

｢

農
村
救
済
請
願
運

動
+

恐

慌
の

深
刻
化
に

と

も

な
っ

て
､

こ

の

時
期
(

と

く
に

昭

和
七

年
の

第
六

二

臨
時

議
会
前
後
)

に

台

頭
す
る

農
本
主

義
者
主

導
に

よ

る

｢

農
村
救
済
請

願
運

動
+

か

ら
み

よ

う
｡

ま

ず
初
期
の

｢

三

ヶ

条
請
願
期
成

同

盟
会
+

に

つ

い

て

み

る

と

次
の

と
お

り

で

あ

る
｡

｢

長
野
願
所
在
日

本
農
民

協
骨

幹
事
長
和
合

恒
男
ハ

本
年

一

月

郷

間

合
政

治

部
ノ

活

動
ト

シ

テ

農
村
窮
乏

打
破

請
願
運

動
ヲ

計

蓋
シ

ツ
､

ア

リ

シ

ガ
､

其
後
三

月

上

旬
ヨ

リ

長
野
朗

､

橘
孝
三

郎
､

稲

村
隆

一

等
卜

共
二

長
野
方
二

於
テ

之
ガ

貴
行
方

法
ニ

ッ

キ

展
と

協

議
ス

ル

所
ア

リ
｡

然
シ

テ

其
結

果
ハ

一

面
二

於
テ

長

野
朗
ヲ

中

心

ト

シ

テ

前
記

自
治

農
民

協
合
準
備
合
ヲ

結
成
シ

タ

ル

外
､

四

月

中

旬
二

至
り

長
野

､

和
合

､

稲
村

､

斎
藤
勇
之

介
､

宮

越
信

一

郎
､

小

宮

山

清
三

等
ヲ

委
員
ト

シ

テ

三

ケ

條
請
願
期

成
同

盟

合
ナ

ル

暫

定

的
国

債
ヲ

組
織
シ

第
六

十
二

義
合
ヲ

目

標
ト

シ

テ

川
農
家

負

債
三

ケ

年
間

据

置

桝
肥

料
資
金

反

骨
一

国

補

助

H
満
蒙
移
住

費
五

千

萬
圃

補
助
ノ

三

項
目
二

亙
ル

請
願
書
ノ

大

衆
的

署

名

運

動

ヲ

行
フ

ベ

タ

決
定
セ

リ
｡

斯
ク

テ

四

月
下

旬
和

合
ガ

長
野
解
下
ニ

『

三

ケ

條
請
願
に

つ

い

て
』

ト

題
ス

ル

印

刷
物
ヲ

添
付
シ

テ

請
願

書
ヲ

頒
布
シ

タ

ル

ヲ

初
メ

ト

シ
､

五

月

上

旬
ヨ

リ

ハ

他
ノ

委
員
等

(

5
)

モ

亦
其
居

住
府

願
ヲ

中
心
二

各
モ

運

動
ヲ

開
始
シ

タ

リ
+

こ

の

｢

三

ケ

条
請
願
+

は
､

六

月

末
日

迄
に

は
一

府
一

三

県
に

わ

た

り
､

一

八
､

八

〇

〇

余
名
の

署

名

を

得
て

(

第
1

表
)

､

請

願
書
は

衆
議
院
事
務
局

に

提
出
さ

れ

た
｡

次
に

､

｢

三

ケ

条
請
願
+

に

び

き

つ

づ

い

て

行

な

わ

れ

た

｢

五
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▲

㌧

←

▼-

-

ヶ

条
請
願
期
成

同

盟

会
+

の

署
名

運
動
は

､

次
の

と

お

り

で

あ
っ

た
｡

｢

三

ケ

保
請
願
期
成
同

盟
合
関
係
ノ

署
名

運

動
ハ

第
六

十
二

義

含
開
合
後
モ

依
然

､

近
ク

開
カ

ル

べ

キ

臨

時

議
禽
ヲ

予

想
シ

テ

各

地
二

行
ハ

レ

ツ
､

ア

リ

シ

ガ
､

岡

倉
委

員
等
ハ

三

ケ

僕
請
願
ノ

内

容
ガ

余
リ

ニ

高
踏
的
ニ

シ

テ

賓
現

性
二

乏
シ

キ

鳥
､

比

較
的
現

賓

性
ヲ

背
ビ

且

即
行
可

能
ナ

ル

内
容
二

更
改
ス

ベ

タ

墓
策
シ

八

月
一

日

先

ヅ

名

稀
ヲ

五

ケ

條
請
願
期
成
同

盟
合
卜

改
メ

州

政

府
低
利
資
金

三

ケ

年
据
置

､

′

利
子

補
償
ノ

コ

ト

㈱

農
民
ノ

生

活

権
ヲ

確
保
ス

ル

様
強
制
執
行

法
ヲ

改

正
ス

ル

コ

ト

H

三

億

園
ノ

開
墾
事
業
ヲ

起
シ

､

且

開

墾
助

成
の

範
囲
ヲ

廣

ム

ル

コ

ト

H

適
嘗
ナ

ル

移
民

数
育
ヲ

施
シ

海
外

移
住
助

成
金

一

人

嘗
百

圃
､

内
地

移
住
助

成
金

一

人

嘗
百

園
ヲ

給
付
シ

且

節
点
移
住

者
ニ

ハ

助

成

米
一

人

嘗
三

斗
ツ

ツ

三

年
間

支
給
ス

ル

コ

ト

鯛

俸
給
ヲ

物

慣
二

平
行
セ

シ

メ

上

下
ノ

懸
隔
ヲ

綬
和
ス

ル

棟

俸
給
令
ヲ

改

正
ス

ル

ユ

ト

ノ

五

項
目
二

亙
ル

『

低
利

資
金

据

置
強
制

執
行

法

改
正

､

開

墾
助

成
､

移
住
助

成
､

俸
給
令
改
正

二

関
ス

ル

請
願
書
』

ヲ

作
成
シ

…

…

『

五

ケ

條
請
願
に

つ

い

て
』

ト

題
ス

ル

印
刷
物
卜

共
二

八

月
上

旬
ヨ

リ

各
地
二

之
ヲ

饅

迭
シ

テ

再
ビ

署
名

運

動
ヲ

一

斉
開

始
シ

タ

(

6
)

リ
+

こ

の

運
動

は
､

当

初
か

ら
ジ

ャ

ー

ナ

リ

ズ

ム

に

よ

っ

て

宣

伝
さ

れ

た

た

め
､

島
本

主

義
者
の

み

な
ら

ず
､

他

団

体

及
び

個
人
の

参

加

者
も

か

な

り

あ
っ

た
｡

そ

れ

を

署
名

運

動
の

各
地

域
の

中
心

人

物
に

つ

い

て

み

る

と
､

中
心
人

物
三

〇
名

中
､

農
本

主

義
者
は

一

〇

名
で

あ

り
､

他
は

農
業
五

､

農
民

組
合
･

社

会
大

衆
党
員
四

な

(

7
)

ど

で

あ
っ

た
｡

署
名

は

第
2

表
に

み

る

如
く

絵
数
四

二
､

五

〇
〇

第 1 表 自 治 農民

協 会 に よ る ｢ 3

ケ 条請願+ 署名

府 県 名 F 署 名 数

6 1

2 2 0

2 2 0

3 3 2

4

4

7

q
′

0

3

5

2

0

1

4

0

5

0
ノ

9

4

0

0

1

0

1

1

4

0

約

1 0

2

5

東 京

埼 玉

千 葉

群 馬

岡 山

神 奈 川

長 野

福 岡

福 島

富 山

山 梨

新 潟

茨 城

計 l 約 1 8
,
8 8 7

内務省響保局宗; 『社 会

運 動の 状 況 4』 p . 9 2 9

- 3 0 に よ り作成 .

会
名
に

達
し

､

そ

の

請
願
書
は

八

月
二

四

日

各
地

代

表

(

8
)

者

二
一

名
に

よ

り

衆
議
院
副
議
長
に

手

交
さ

れ

た
｡

と

こ

ろ

で
､

こ

の

運

動
の

請
願
条
項
が

も

つ

意
味
に

つ

い

て

若
干

記

し
て

お

こ

う
｡

指
導
者
の

一

人

長
野
朗

▲7

が

記

す
と

こ

ろ

に

ょ

れ

ば
､

こ

の

運

動
の

目

的
ほ

､

一

価
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第2 表 白汚点 民

協 会 に よ る ｢ 5

ケ条請願+ 署名

署名 数

2 5

4 0 0

8 7 7

0

く
)

3

0

3

】7

4

7

2

2

3

q
′

0

4

】
.

J

5

8

′

b

8

4

4

3

-71

5 0

1 7 5

1
,
2 9 2

5 0

1 3 3

1 0 0

2 1 0

1 4 1

4 2
,
5 0 5

県 名

川

潟

玉

島

葉

城

知

岡

梨

野

島

手

森

形

山

山

岡

本

案神

新

埼

群

千

茨

愛

静

山

長

福

岩

青

山

富

岡

福

態

計

内務省警保局編 『社会

運動の 状況 4』 p . 9 3 2

に よ り作成 .

ぅ

な

も
の

で

あ
っ

た
｡

五

ケ

条
の

請

湘

願
条
項
に

つ

い

て

も

｢

そ

れ

は

負
債

問
題
の

外
に

は
､

前
岡
の

肥

料
問

題

は

既
に

施
肥
の

時
機
が

過
ぎ

た

し
､

満
洲

移
住
は

其

前
提
と

し

て
､

移
住

っ

に

ほ

｢

農
村
軽
視
に

対

し

世

間
に

警
告
を

与
へ

る
+

こ

と

で

あ

り
､

も

う
一

つ

は

｢

全

国
三

千

万

農
民
の

結
束
+

を
つ

く
る

こ

と

で

あ

っ

た
｡

し

た

が
っ

て

｢

請
願
三

箇

僕
の

項
目
の

如

き
は

､

大

し
て

重

き

を

置
か

ず
､

僕
項
の

内
容
に

も
､

慎
重

な

考
慮
が

快
け

て

居

た
｡

借
金
三

ケ

年
間
の

モ

ラ

ト

リ

ア

ム

を

主

と

し
た

の

は
､

何
ん

と
い

つ

て

も

借
金
が

現

在

農
民
の

最
も

大
き

な

悩
み

で

あ

つ

た

か

ら
で

あ

り
､

肥
料
資
金

補
助

ほ
､

丁

度
施
肥

期
に

際
し

､

農

家
が

金
が

無
く

て

肥

料
を

施
す
こ

と
が

出
来
ず

､

国

民

食
料
の

上

に

支
障
を

束
す

虞
れ

が

あ
つ

た
か

ら

で

あ

る
｡

又

清
洲

移
民
は

東

北
か

ら

信
州

方

面
に

か

け

て

の

農
民
の

中
に

､

熱
烈
な

希
望
が

あ

っ

た

か

ら
で

あ

る
｡

然
し
こ

の

請
願
僕
項
は

､

こ

れ

を
こ

の

ま
ゝ

賓
行

す
る

と
い

ふ

の

で

な

く
､

農
民
の

気
持
ち

を

充
分
に

現

し
て

､

議
合
及
政

府
の

注
意
を

喚

起
し
た

も

の

で

あ

る

…
‥

鹿
て

こ

の

三

項
目

を

貴
行

案
と

し
て

論
議
さ

る

1

こ

と

は
､

吾

人
の

趣
旨
か

ら

(

9
)

す

れ

ば
､

一

寸
見

嘗
連
ゐ

の

や

う
に

息
は

れ

る
+

と
い

わ

れ

る

よ

方

面
の

治

安

維
持
の

確
保
と

土

地

使
用

権
の

確
立

が

な

く
て

は

成

立
た

な
い

の

で
､

寧
ろ
こ

の

二

項
に

つ

い

て

議
合
で

質
問
で

も

し

て

貰
ふ

方
が

順
序

だ

と

考
へ

た

か

ら
､

こ

れ

は

省
く
こ

と

に

し

て
､

官
吏
俸
給
問
題
が

加
へ

ら

れ

て

居
る

が
､

こ

れ

は

全

図
農
民
の

俸

給
生

活

者
に

封
す

る

感

情
を

現

し

た

も
の

で

あ

り
､

結
局

は

負
塘

軽
減
の

問
題
に

踪
着
す
べ

き

も
の

で

あ

つ

て
､

こ

の

ま
ゝ

法
律
案

(

∽
)

と

な
つ

て

貴
行

さ

る

べ

き

も
の

で

は

な
+

か
っ

た
｡

以

上
の

如

く
､

請
願
条
項
は

そ

れ

ほ

ど

深

刻
な

直
接
的
意
味

を

も
つ

も
の

と

し
て

と

り

あ

げ

ら

れ

た

も
の

で

は

な
か
っ

た

か

ら
､

そ

れ

が

土
地

問
題
(

地

主

小

作
関

係
)

に

直
接

触
れ

て

い

な
い

こ

と

を

も
っ

て

運

動
の

本

質
を

云
々

す

る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

と
い

ぅ
の

ほ
､

モ

ラ

ト

リ

ア

ム

要
求
や

肥

料
資
金

要
求
も

そ

う
で

あ

る

が
､

請
願
書
と

同
時
に

提
出
さ

れ

た

強
制

執

行

法
の

改

正

案
は

｢

農
業
者
力

共
生

塵
二

俵
ル

収

穫
ノ

中

次
ノ

収

穫
マ

テ

債
務

者
及

其
家

族
ノ

必

要

ナ

ル

食
料
+

及
び

｢

立

毛
+

の

差

押
を

禁
止

し
ょ
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一

､
一

■ ■

う
と

す
る

も
の

で

あ

り
､

小

作
農
の

要
求
を

も

代

弁
す

る

も

の

だ

っ

た

と

み

て

よ

い

か

ら
で

あ

る
｡

さ

ら
に

､

地

方
に

よ
っ

て

は

も

っ

と

直
接

的
に

小

作
農
の

要
求
を

と

り

あ

げ

た

と

こ

ろ

も

あ
っ

た
｡

こ

の

点

に

つ

い

て

鈴
木
茂
三

郎

ほ
､

自

治

農
民

協

会
｢

機
関

紙

『

農
村
新
聞
』

に

よ

れ

ば

新

潟
に

お

い

て

は

三

ケ

條
請
願
の

ほ

か

土
地

取
上

げ

禁
止

､

立
入

禁
止

､

廃
除
の

二

要
求

を
も

加
へ

た

と
の

こ

と

で

あ

る
｡

こ

れ

は

自

治

協
議
食
違
動
が

中

農
か

ら

貧
農
屠
へ

(

1 1
)

掘
り

下
げ

ら

れ

て

ゆ

く

重

要
な
る

動
向
で

あ

る
+

と

記
し
て

い

る
｡

2

一

般
的
動
向

次
に

､

農
本
主

義
者
に

よ

る

運

動
と

同
じ

く

臨
時
議

会
に

向
け

て

展
開
さ

れ

た

請
願

･

陳
情
運

動
の

二
､

三

に

つ

い

て

記

そ

う
｡

ま

ず
､

昭

和
七

年
の

北

信
不

況

対

策
会
の

動
き

に

つ

い

て

み

よ

ゝ

つ
0

｢

長
野
麻
小

牒
郡
を

中
心

と

す
る

北

信
不

況

対
策
合
の

代

表
者

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

た

る

小

地

主
自
作

農
の

十
四

名

ほ
､

六

月

四

日

上

京

長
野
願
選
出

代

議
士

小

山

邦
太

郎
氏

､

鷲
渾
輿
四

三

氏
(

民

政

某
)

及
び

亀
井

貴
一

郎
(

社
民
)

の

三

氏
に

伴
は

れ
､

同
五

日

午
後
よ

り

農
相

､

勧
銀

絶
裁

､

大

赦
省
関
係
官
靡
及
び

其
の

他
の

関
係
方

面
を

訪
問

し
､

農
民
の

窮
状
を

訴
へ

た

が
､

左
の

如
き

請
願
書
を

後
藤
農
相

に

提
出
し

た
｡

請

願

書

一

､

現

下

経
済
国

難
に

直

面
し

､

支
沸
猶
像
令
を

即
時
饅
布
せ

ら

れ

た

き

事
｡

二
､

物

償
に

順
應
し

､

相

嘗
債
務
切

下

を

断
行
せ

ら

れ

た

き

事
｡

三
､

諸

税
大

軽
減
を

計
ら

れ

た

き

事
｡

四
､

利

息

制

限
法

を

改

正

し
､

農
村
に

貸
し
っ

け
る

利
率
は

年
三

分
以

下
と

し
､

最
長
年
賦
救
済
浩
に

よ

り
､

蕾
債
借
換
の

造
を

講
ぜ

ら
れ

た

き

事
｡

五
､

主

要
農

産

物
に

封
し

､

損
失
を

生

ず
る

場
合
ほ

､

政

府
は

こ

(

1 2
)

れ

を

補
償
せ

ら

れ

た

き

事
+

(

傍
点

1
引

用

者
)

社
会
自
由
党

準
備
会

(

関
西
)

で

は
､

農
村
救
済
の

た

め

｢

六

月

十
一

日

か

ら

稗
頭
署
名
を

求
め

た

上
､

青
柿

､

小

田
､

飯
石
の

三

重
貝
を

上

京
せ

し
め

､

農
民

請
願
運

動
に

合

流
さ

せ

や

う
と

企

て

た

が
､

同

汲

幹
部
が

そ

の

前
後
に

全

部

検
束
さ

れ
､

計
劃
は

水

(

1 3
)

(

H
)

泡
に

節
し

た
+

2β9
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3

農
民

組
合
の

対

応

不

況
に

対

す

る

農
民

組
合
の

対

応
は

繭
価
の

暴
落
を

契
機
と

し

て
､

昭

和
五

年
六

月

前
後
か

ら

漸
次

具
体

化

し
て

く
る

｡

昭

和
五

年
の

不

況

問

題
へ

の

対

応
は

｢

同

年
四

月

大

阪

市
二

開
催
サ

レ

タ

ル

全

国

農
民

覿
合

第
三

同

大

骨
二

於
テ

モ

､

組
本

部
ハ

本

件
二

関

ス

ル

議
案
ノ

提
出
ヲ

ナ

サ
ヾ

リ

シ

ノ
､

､

､

ナ

ラ

ズ
､

.
偶
々

新

潟
願
連

合

脅
ヨ

リ

『

借
金

支

沸
猶

漁
連

動
ノ

件
』

長

野

牒
連

合

合
ヨ

リ

『

養
慧
農

民

救
済
運

動
ノ

件
』

ノ

提
案
ア

リ

シ

モ

大
ナ

ル

関
心
ヲ

持
タ

ズ

シ

テ
一

潟
千

里
二

可

決
セ

シ

状
況
ニ

ア

リ

タ

リ
｡

然
ル

ニ

本
年

度
ノ

春
慧
慣
椅
ガ

近
年
稀
二

見
ル

安

倍
ヲ

示
シ

､

兵
舎
町
村
長
合

等
各

種
圏

鰭
ガ

一

斉
二

起
ツ

テ

養

蜜
農
民
ノ

救
済

運
動

ヲ

開

始
ス

ル

ニ

至
ル

ヤ
､

小

作
人

組
合
ニ

モ

異
常
ナ

ル

衝
動

ヲ

輿
ヘ

タ

ル

モ

ノ
､

如
ク

､

先
ヅ

全

国
農
民

組
合
観
本

部
ハ

六

月

十

八

日

指
令
第
九

戟
『

繭
安
二

封
ス

ル

闘
争
指
令
』

ヲ

蟄
シ

テ

他

ノ

小

作

人

組

合
ノ

魁
ヲ

ナ

シ
､

次
イ

デ

日

本

農
民

組
合
紙
同

盟
モ

亦
七

月
二

十
三

日

指
令
ヲ

畿
シ

テ

所

属
組

合
ノ

奮
起
ヲ

促
ス

所
ア

リ

シ

ガ
､

途
ニ

ハ

養
署
員
民
ノ

救
済
運

動
二

止
マ

ラ

ズ

庚
ク

農
産

物
安
二

封
ス

ル

島
村
救
済
運

動
ト

シ

テ

全

国
的
二

蜃

展
ス

ル

ニ

至

(

1 5
)

レ

リ
+

と
い

わ

れ

る

が
､

運

動
が

全

国
的

一

般
的
に

行

な

わ
れ

た

と

ほ

考

え

ら

れ

な
い

｡

む
し

ろ
､

地

域
的
･

個

別

的
に

若
干
展
開

抑

(

1 6
)

さ

れ

た

に

と

ど

ま
る

と

み

る
ぺ

き

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

時

点
で

注

目
す
べ

き

点

と

し
て

は
､

第
一

に
､

運

動
の

ス

ロ

ー

ガ

ン

が
､

川
小

作
料
減

免
､

惚

借

金

支

払
の

無

期
延

期
､

㈲

租
税
の

免

除
､

㈱

農
産

物
価
椿
の

補
償

､

の

四

つ

に

集
約
さ

れ

う

(

1 7
)

る

も
の

で

あ

っ

て
､

昭

和
五

年
の

時
点

で

既

に

恐

慌
期

一

般
に

共

通

す
る

運

動
ス

ロ

ー

ガ

ン

が

で

そ

ろ
っ

て

い

た

と

い

う

点
で

あ

り
､

第
二

に
､

運

動
の

担
い

手
に

つ

い

て
､

翌

六

年
の

全

国

農
民

組
合

第
四

回

大

会
に

お

い

て

可

決
さ

れ

た

｢

借
金

及

高
利
に

対

す
る

闘

争
+

の

中
で

｢

借
金

､

高
利
に

封
す

る

農
民
の

不

平
を

と

ら

え

て

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

貧
貴
を

中

心

と

し
て

小

農
､

自
作
農
等
を

動
員
し

農
民

闘
争
の

戦

(

娼
)

線
を

凍
大

す
る

こ

と
+

(

傍
点

-
引

用

者
)

と

し

て
､

闘

争

主

体

を

小

作
農
に

限

定

し
て

い

な
い

と
い

う

点
で

あ

る
｡

昭

和

七

年
に

ほ
､

先
に

み

た

自

治

農
民

協
議
会
等
の

運

動
に

影

響
さ

れ

て
､

一

方

で

は

農
民

覿

合

主

導
に

上

る

農
村
救

済

請
願
運

動
が

､

他
方

で

は

い

わ

ば

｢

階
級

的
日

常

闘
争
+

と
で

も

い

う
べ

き

闘

争
諸

形

態
が

展
開
さ

れ

た
｡

以

下

組
織

別
に

み

よ

う
｡

ま

ず
､

全

国

農
民

組

合
で

は
､

六

月

八

日

農
林
大

臣
に

対
し

て

｢

窮
迫
セ

ル

貴
村

救
済
ノ

タ

メ

抑

農
民

借
金

､

税
金

､

小

作

料
ノ

五

ケ

年
間
モ

ラ

ト

リ

ア

ム

ノ

即
時

断
行

㈱

農
産

資
金
ノ

一一
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▲

l

無

槍
保

融
通

M

肥
料

､

種
子

農
具
ノ

国
家
ニ

ョ

ル

無

償
配

給

肖

米
産

､

養
麓
農
家

損
失
ノ

国
家

補
償

的

立

入

禁
止

､

(

娼
)

土

地

攻

上

ゲ
ノ

絶
封
禁
止

､

ノ

五

項

目
ノ

即
時

晋
施
方
ヲ

要
請
+

｡

六

月
一

一

日

に

も

再

度
農
林
大
臣

に

対

策
実

施
を

要
求
す
る

一

方
､

活
発
と

は

い

え

な

か
っ

た

が
､

社

会

大
衆
党
と

共
に

農
村
窮
破

請

願
署
名

運

動
を

展
開

､

八

月

末
日

ま
で

に

二

三
､

七

八
二

名
の

署

名

調

印
を

集
め

た

(

第
3

表
)

｡

ま
た

｢

階
級

的
日

常
闘
争
+

と

し

て

は
､

｢

新
潟

､

群
馬

､

秋
田

､

和
歌
山

､

岡
山

､

徳
島

､

愛
媛

､

両
岡

等
二

於

テ
､

演
説

倉
又
ハ

村
民

大

骨
等
ノ

開
催

､

臨
時
地

方

議
合
召

集
ノ

陳
情

､

土

地

立

入

禁
止

不

許

可
ノ

陳
情

､

政

府

借
入

金

支
沸
猶
濠
ノ

陳
情

､

救
農
土

木
事
業
町

村

直

営
ノ

陳
情

､

借
金

第3 表 社 会 大 衆 党 に よ る農村 窮

破 請願署名 数 ( 昭和 7 年 8 月末日調)

合 計 2 3
,
7 8 2 名

0

0

0

5

0

′

0

0

0

0

5

3

3

2

0

2

5

4

つ

J

′

0

5

2

8

4

3

亡
J

2

1

2 0 4

3 8 0

1 . 78 6

t 栃 木

岐 阜

青 森

山 形

山 梨

秋 田

石 川

徳 島

岡 山

和 歌 山

福 岡

1
,
3 6 9

4 0 0

48 0

2 0 0

2
,
7 5 0

1 4 1

1
,
0 0 0

2 1 3

2
,
2 5 0

5 0 0

5
,
4 3 0

阪

都

川

庫

玉

葉

知

岡

潟

野

鳥

奈

大

京

神

兵

埼

千

愛

静

新

長

群

内拐省督促局拐 『社会運動 の 状況 4』 p ･ 占7 5

に よ る . 合 計の 数字カミあ わ な い カミ
そ の ま ま に

した .

▲il

(

2 0
)

整
理

組
合
ノ

覿
織
等
ノ

運
動
+

を

展
開
し

た
｡

全

国

農
民

組
合
全

国

会
議
派

(

昭

和
六

年
八

月
に

全

国

農
民
組

合
か

ら

分

裂
し

て

で

き

た

左

派
の

組
織
)

の

運
動
も

ほ

ぼ

同
一

で

あ
っ

た
｡

こ

の

組
織
で

は

｢

闘
争
ノ

基

礎
ヲ

部
落
二

下
シ

部
落
二

於
テ

貧
農
ノ

最
モ

切

貴
ナ

ル

利

益

ヲ

捉
へ

テ

封
地

主
的

階

級
闘
争

ヲ

激
餞
セ

シ

ム

ル

ト

共
ニ

､

吏
二

肥

料
合
祀

､

産
米
薪
茨
等
ノ

検

査

制

度
､

烏
合

､

産
業
組
合

､

信
用

組
合

､

電
燈
合
祀

､

封
建

的

膿
視
差

別
､

大

地

主

等
二

封
ス

ル

地

直
及
ビ

金

牌
的
規

模
ノ

闘
争

二

餞

展
セ

シ

ム

べ

キ
コ

ト

ヲ

指
示
シ

､

専
ラ

請
願
運
動
ヲ

利

用
シ

テ

階
級

闘
争
ノ

激
成

乃
至
ハ

組
合
ノ

撰
大

強
化
ヲ

固

ラ

ム

コ

ト
ニ

努
メ

タ

リ
｡

之
レ

ガ

タ

メ

所
属
聯
合

合
及

支
部
二

於
テ

モ

此

ノ

種

ノ

宣

侍
煽
動
二

努
メ

…

…

箕
行
運

動
ト

シ

テ
ハ

長
野

､

三

重

等
ノ

一

部
地

方
二

於

テ

村
民

大
食

､

演
説

合
ノ

開
催

､

銀
行
二

封
ス

ル

借
金

支

沸
猶
予

ノ

要
求

､

村
嘗
局
二

封
ス

ル

不

況

封
策
合
設

立
ノ

(

2 1
)

要
求
ヲ

ナ
+

す

等
の

こ

と

が

行
な
わ

れ

た
｡

昭

和
七

年
に

お

け
る

全

点
全

会
派
の

｢

階
級
的
日

常
闘

争
+

(

全

会

派

で

は

｢

畠
民

委

員
会

運

動
+

と

呼
ん

で

い

た
)

に

つ

い

て
､

青
木
恵

一

郎
『

日

本

農
民

運

動
史

第
四

巻
』

(

一

九
五

九

年
)

四

〇

九

-
一

二

頁
の

一

七

事
例
を

ま

と

め
る

と

第
4

表
の

と

お

り

で

あ

る
｡

こ

の

表
か

ら

明
ら

か

な

如
く

､

恐

慌
期
の

闘

争
ほ

､

い

わ

ば

姓

多
な

日

常
要

肌
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第4 表 ｢農 民 委 員

会運 動+ の 闘 争

課題別 分 類

件 数

2

3

3

1

1

1

6

1 7

闘 争課題

貸 金 不 払

借 金

共 有財 産処 分

失 業救 済 事 業

税 金 滞 納

電 燈 料 伍 下

そ の イ也

合 計

青木 『日本農民運 動史 弟
4 巷』 p ･ 4 0 9 - 1 2 に よ り作

成 .

求

闘
争
で

あ

り
､

窮
乏

し

た

貴
民

謡

階

層
一

般
を

含
み

う
る

形

態

を

と
っ

て

い

た
｡

日

本

農
民

組
合
で

ほ

｢

昭

和
七

年
八

月
の

第
六

三

臨
時

救
急
国

会
に

た

い

す
る

請
願
運

動
を

展
開
す
る

と

と

も

に
､

村
民

大

会
､

県

民

大

会
を

開
い

て

左
の

決
議
を

行
な
い

､

当

局
に

陳
情
し

た
｡

と

く
に

山

梨
県

連
合
会
は

多
数
の

陳
情
隊
を

議
会
に

送
っ

て

示

威

運

動
を

行
な

う

計

画
の

も

と
に

､

八

月
二

十
四

日
､

大

挙
上

京
し

ょ

ぅ
と

し
た

途
中

､

警
官
に

阻
止

さ

れ

て

つ

い

に

目

的
を

は

た

さ

な

か
っ

た
｡

一

､

養
蚕
農
民
の

繭
を

生

産

価
格
で

政

府
は

買
上

げ
よ

｡

二
､

政

府
は

所

有
米
を

貧
農
に

無

償
給
与

せ

よ
｡

三
､

生

産

費
を

基
準
と

す
る

米
穀
価
格
の

決

定
｡

四
､

農
村

借
金
の

支
払

猶
予

を

な

し
､

農
業
資
金
の

無

担
保
貸

付
を

な
せ

｡

五
､

小

作

料
地

租
の

三

カ

年
免
除

並
に

県

村
税
の

半

減
｡

六
､

向
ふ

三

カ

年
政

府
は

肥

料
貸
付

を

決

行

せ

よ
｡

七
､

耕
作
権
を

確
立

し
､

土

地

取

上

げ

其
の

他
の

強
制

処
分
の

(

2 2
)

(

23
)

停
止
+

こ

こ

で
､

こ

の

時
期
の

闘

争
主

体

を

示

す

注

目
す
べ

き

個
別

闘

争
を
二

､

三

と

り

あ

げ

て

み

よ

う
｡

宮

城

県

豊
里

村
で

は
､

昭

和

七

年
失
業

救
済

事
業
を

め

ぐ
っ

て

農
民

組

合

と

村
当

局
と

が

対
立

し

た

が
､

こ

の

運

動
に

お

い

て

｢

運

動
参
加

者
の

中
か

ら

委
員
を

選
ん

で

農
民

委
員
会
を

結
成

し

た
｡

こ

の

農
民

委
員
会
五

〇

余
名
を

動
員
し

て

村
役
場
へ

押
し

か

け

『

仕
事

を

農
民

委
員
会
の

管
理
に

移
せ
』

と

要
求
し

た
｡

農
民

委

員
会
の

顔
ぶ

れ

は
､

い

つ

も
の

農
民

組

合

員
と

ち
が

っ

て
､

中
ヽ

β72

農
や

自
作
農
が

加

わ
っ

て

い

る

の

で
､

役
場

は

驚
い

て

(

こ

工

事
入

札
は

無
期
延

期
､

(

二
)

仕
事

は

当

時
の

失

業
者
に

や

ら

せ

る
､

(

三
)

工

事
の

処
理

を

農
民

委
員
会
に

や

ら

せ

る

こ

と

を

村

会
で

(

2 4
)

は

決
定
す

る

旨
の

回

答

を

し
た
+

(

傍
点

-
引

用

者
)

｡

ま

た
､

昭

和
六

年
同
じ

宮

城

県
で

は

｢

こ

の

年
の

運

動
で

注

目

さ

れ

る

こ

と

は
､

一

〇

月

佐
々

木
更
三

の

指
導
で

栗

原

郡

清

滝

村
ヽ

に

農
民

組
合
支

部
が

結

成
さ

れ
､

繭
と

米
の

暴

落
で

没
落
し

た

自



( 4 5 ) 昭 和恐 慌 期 に お け る 農 民 の 諸 動向 に つ い て

一

■し

▲ ■

作
農
を

中

心
に

､

借
金

据
置
闘

争
が

展
開
さ

れ

た

こ

と
で

あ

っ

た
｡

こ

の

運

動
は

､

各
地
の

農
民
に

大

き
な

反

響
を

よ

び
､

支

部

拡

大

(

2 5
)

の

契
機
と

な
っ

た
+

(

傍
点

-
引

用

者
)

と
い

わ

れ

る

如

く
､

自

作
農
が

運

動
に

登

場
し

､

運

動
の

主

体
と

な

る
｡

こ

の

よ

う

な

運

動
の

展
開
に

規
定
さ

れ

た

の

で

あ

ろ

う
､

昭

和
八

年
頃
の

宮

城

県

で

は

｢

農
民

組

合
の

中

心
と

な
っ

て

い

た

組
合
員
は

､

没

落
し
た

(

野
)

自
作
農
や

貧
農
が

多
+

か

っ

た

と

言
わ

れ

る
｡

群

馬

県
強

戸
村
で

｢

小

作
､

自
作

､

小

地

主
+

ま
で

含
め

た

形

で

運

動
が

展
開
さ

れ

た

こ

と

は
､

既
に

別

稿
で

明

ら
か

に

し
た

と

(

2 7
)

お

り

で

あ

る
｡

4

運

動
の

影
響
と

帰
結

以

上

記

し
て

き

た

如

く
､

農
民

組
合
の

運

動
か

ら

農
本

主

義
者

の

運

動
に

い

た

る

ま
で

､

農
民

諸

階

層
全

体

を

含
み

う
る

方

針
･

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

か

か

げ
､

そ

う

し
た

形

態
を

も
っ

て

運

動
を

展
開

し
た

(

い

ず
れ

の

運

動
も

､

即

自
的
に

は

｢

小

農
経

営
の

防
衛
+

を

目

的
と

し
､

勤
労
農
民

一

般
を

そ

の

担
い

手
と

し
た

｡

各

運

動

問
の

差

異
は

､

指
導
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

の

差

異
で

あ
っ

た
)

｡

恐

慌
期

に

お

い

て
､

農
民

(

お

よ

び

農
業
)

を

め

ぐ
る

諸

問
題

は
､

農
民

諸

階
層

(

も
ち

ろ
ん

地

主

は

除
外

さ

れ

る
)

絵
体

を

め

ぐ

る

も

の

と

し
て

認
識
さ

れ
､

し

た

が
っ

て
､

農
民

諸

階

層
の

動

向

は
､

地

主

小

作
関
係
の

み

で

は

把

握

し

え

な
い

も

の

と

し

て

現

出

す
る

｡

そ

し
て

､

そ
の

よ

う
な

動
向
の

中
で

自
作
農
が

重

要
な

部
分

を

占
め

た

こ

と

は

こ

と

わ

る

ま

で

も

な
い

が
､

部
分

的
な

が

ら
､

没

落
し
っ

つ

あ

る

小
地

主

(

=

自

作

地

主
)

を

含
め

た

形
で

の

展
開

が

み

ら

れ

た

と
み

て

よ

い
｡

こ

の

よ

う

な

恐

慌
期
に

お

け
る

動

向

は
､

農

民

諸

階
層

一

般

(

自

作

地

主

を
も

含
め

て
)

の

窮
乏

化
=

没
落
に

つ

い

て

の

認

識
､

(

2 8
)

及
び

小

作

争
議
の

質
的

転
換
と

あ

い

ま
っ

て
､

農
村
の

諸

関
係
な

い

し

農

民

運

動
に

対
し

て

も

規
定

的

な

意
味
を

も

つ

も
の

と

し
て

う

け
と

め
ら

れ

た
｡

即
ち

､

一

般
的
に

ほ

次
の

よ

う
な

農
村
の

状

況

を
つ

く
り

だ

し

た
｡

｢

農
村
に

於
け

る

か

1

る

状
勢
(

地

主

小

作
間
の

対

立
の

こ

と

-
引

用

者
)

ほ
､

昭

和
五

年
以

降
の

農
業
恐

怖
と

共
に

､

更
に

拍

車
を

加
へ

ら

れ
､

殊
に

我

国
の

如

き

小
地

主
の

多
い

国
情
に

於
て

は

地

主

自

髄
の

生

活
も

窮
迫

化
せ

る

結

果
､

或
は

土

地

費
逃
げ

､

又

は

自
作

農
化

等
の

畢
に

出
づ

る

も

の

多
く

､

一

方

小

作
人
と

し

て

も

土
地

を

取

上

ぐ

ら
る

れ

ば
､

生

活
に

窮
す

る

薦
め

､

必

死
と

椚
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な
つ

て

こ

れ

が

防
戦
に

努
め

､

今
や

農
村
に

於
て

は

土

地

を

中
心

に

最
後
的
な

抗
争
が

展
開
さ

れ

て

居
る

や

に

窺
は

れ

る
｡

乍
併

､

か

ゝ

る

封
立

抗
争
の

眞

只

中
に

あ

つ

て
､

『

農

村

に

於

け

る

階

級

的
抗
争
は

農
民

各

自
の

生

活

窮
乏
に

由

来
し

､

而
も

こ

の

窮
乏

打
開
の

造
は

各

個
農
民
の

相
互

扶
助

的
精

神
に

よ

る

の

外

な

し
』

と
の

見

地
か

ら

自

力

更
生

計
量

を

樹
て

､

超
階

級

的
態
度

を

以
て

､

勤
労
精
神
を

基
調
に

多
分
に

自
給
自

足

経
済
を

取

入

れ

て

農
業
経
営
の

改

善
並
に

各
種
の

協
同

魁
合

運

動
が

撞
頭
し
っ

1

(

2 9
)

あ

る

は

注

目

す
べ

き
こ

と
で

あ

ら

う
+

即

ち
､

農
村

社

会
内

部
に

お

け
る

小

地

主
を

も

含
め

た

形
で

の

起
階
級
的
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

が
一

般
的
に

浸
透
し

て

ゆ

く
｡

他

方
､

農
民

運
動
も

恐

慌
期
の

動
向
に

対

応
す

る

方

針
転

換
を

迫
ら
れ

る
｡

昭

和
七

年
一

月

に

開
か

れ

た

全

島
全

国

会
議
第
二

回
全

国

代

表

者
会

議
の

一

般
運

動
方

針
は

､

全

点
を

小

作
人

組

合
と

規
定
し

て

い

た

こ

れ

ま

で

の

運

動

方

針
を

自
己

批
判
し

､

次
の

よ

う

な

方

針

を

提
起
し

て

い

る
｡

｢

‥

…
今

日

貧
農
は

借
金

､

税
金
に

対

す
る

斗

争
､

ブ

ル

ジ

ョ

ア

ジ

ー

の

反

動

支

配
に

対
す

る

斗

争
に

蹴

起

し
っ

つ

あ
っ

て
､

小

指り
～

作
制

度
に

対

す
る

斗

争
ほ

そ

の

一

部
分
で

あ

る
｡

且

つ

吾
々

が

全

点
を

小

作
人
の

組
合
と

規
定

し

小

作

農
と

し
て

の

斗

争
に

の

み

重

点

を

置

き
､

他
の

資
本
主

義
的

搾
取

を

副

次

的

斗

争
と

考

え
る

な

ら

ば
､

重

大

な
過

誤
を

犯

す

も
の

で

あ

る
｡

吾
々

貧
農
の

解
放

ほ

単
な
る

土

地

革
命
(

こ

れ

の

み

遊
離

し
て

考
え

る

こ

と

は

誤

り

で

あ

る
)

に

依
っ

て

成

就
し

得
る

も
の

で

は

な

く
､

日

本

帝

国

主

義
を

倒
す
こ

と

に

よ
っ

て

は

じ
め

て

土
地

革

命
も

､

解

放
も

期
待
し

得
る

の

で

あ

る
｡

…

…

故
に

吾
々

は

全

点

を

貧
農
大

衆
の

組
織
と

規
定
す

る
｡

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

全

員
全

国

会
議
も

貧
農
を

主

要
構
成

部
分
と

す
る

勤
労
農
民
の

組

織
で

あ

る

と

規
定
す

る
｡

全

点
全

国

会
議
は

小

作
条
件
に

対

す

る

斗

争
､

即
ち

小

作
農
と

し
て

の

利

益
を

の

み

擁
護
す
る

風

合
で

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

は

な
い

｡

本

会
議
は

､

今
や

小

作
農
民
の

組

合
と

し

て

の

性
質
を

ヽ

ヽ

ヽ

脱
却
し

､

半
プ

ロ

レ

タ

リ

ア

ー

ト

で

あ

る

貧
農
の

凡

ゆ
る

日

常
利

害
に

関
係
す

る

斗

争
の

た

め
の

組
織
に

発
展
し
て

い

る
｡

吾
々

の

斗

争
の

全

場
面
を

考
察
す
る

な

ら
ば

､

借
金

､

独

占
価
格
に

対
す

る

斗

争
及

び

ブ

ル

ジ

ョ

ア

ジ

ー

の

反

動
支

配
に

対

す
る

斗

争
が

益

々

重

要
部
分

を

占
め
て

居
り

､

貧
農
組
合
と

し
て

の

性
質
を

益
々

(

3 0
)

明

確
な

ら

し

め
て

ゐ

る
+

(

傍
点

-
引

用

者
)
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次
に

､

全

国

農

民

組

合

(

本
部
派
)

で

は
､

昭

和
七

年
三

月
の

第
五

回

大

会
で

決
定
さ

れ

た
一

般
闘
争
方

針
で

､

四
つ

の

運
動
方

向

(

一

､

独

占
資
本
に

対

す
る

も
の

二
､

地

主
に

対

す

る

も
の

三
､

地

方

自

治
体
に

対

す
る

も
の

四
､

政

府
に

対
す

る

も
の
)

を

あ

げ

て
､

｢

各
町

村

毎
に

地

主

を
の

ぞ

く
､

い

っ

さ

い

の

農

民

(

3 1
)

を

包

括
す

る

組

織
+

に

よ

る

運

動
を

提
唱
し

て

い

る
｡

最
後
に

､

昭

和
七

年
四

月
に

結

成
さ

れ

た

日

本
農
民

組

合

稔
同

盟
に

つ

い

て

み

よ

う
｡

そ

の

闘

争
方

針
は

､

こ

の

時
期
の

農
民

組
合
の

階
級

構
造
に

つ

い

て

の

認

識
(

=

ど

の

階

層

ま
で

を

運

動
に

組
織
し

ょ

う
と

し

て

い

た

か
)

を

明

確
に

示

す

も

の

で

あ
っ

た
｡

そ

の

方

針
で

は
､

｢

中

小
地

主
対

策
+

と

し
て

次
の

如
き

規
定
を

設

け
て

い

る
｡

｢

中

小
地

主
に

封
し
て

-
本

取
合
は

､

小

作
､

自
小

作
､

自

作
農

､

即
ち

勤
労
農
民

を

主

慣
と

す
る

は

他

言
を

倹
た

ぬ
｡

農
村

窮

乏
の

深

刻
化
と

共
に

､

農
村
中

間

層
は

急
激
に

泣
落
し

､

中
小

地

主

化

し
て

自
作
農
と

な

り
､

自
作
農
化

し
て

貧
農
と

な
る

｡

こ

の

現

象
を

直

視
す

る

と

き
､

こ

れ

ら

段
落
地

主
に

し
て

資
本

主

義

機
構
の

矛

盾
を

直
税

し
､

農
民

収
奪
の

現

状
を

痛
憤

､

我

等
と

歩

を

共
に

せ

ん

と

す
る

も

の

は

こ

れ

を

拒
む

な
か

れ

!

我

等
は

こ

れ

ら

没
落
地

主

群
を

し

て

我

等
の

好

意
的
中
立

者
若
く

は

同

盟
軍

た

ら

し

め
､

地

主

群
を

分
裂

､

大

地

主

を

孤

立

化
せ

し

め
､

こ

れ

を

個
々

撃
破

す

る

と

共
に

､

都
市
金

融
財
閥
即
ち

封
建
時

代
に

お

け
る

大
小

三

百

諸

侯
に

此

す
べ

き

三

井
､

三

菱
､

安
田

､

住
友

､

(

3 2
)

金

棒
大
小

名

軍

討
伐
の

大

進

軍
を

起
す
ぺ

き
で

あ

る
+

こ

こ

で

ほ
､

中

小

地

主

は

基

本

的
な

敵
対

者
で

な
い

こ

と

は

い

う

ま
で

も
な
い

が
､

さ

ら

に

も

う
一

歩
進
ん

で
､

｢

好

意

的

中

立

者

若
く
は

､

同
盟

軍
+

と

し

て

位
置
づ

け

ら
れ

る
｡

そ

し
て

､

恐

慌
か

ら

急
速
に

回

復
し
っ

つ

あ
っ

た

昭

和
一

〇

年

一

二

月
に

開
か

れ

た

こ

の

組
合
の

第

四

回

大

会
は

､

次
の

如

き

宣

言
を

可

決
し
て

､

恐

慌
期
に

お

け
る

闘
争
の

方

向
が

継
承

さ

れ

る

こ

と

を

確
認

し
て

い

る
｡

｢

〔

宣

言
〕

…

…

今
日

農
村
に

於
て

は

小

作

争

議
激

増

し
､

こ

の

方

面

よ

り

す
る

桑
村
不

安
を

博
へ

つ

つ

あ

る

も

の

も

あ

る

が
､

小

作
人

は

小

作

料
の

全

党
を

見
る

も
､

尚
且

つ

其
の

生

計
の

樹
立

は

困

難
な
る

情
勢
に

あ

る
｡

故
に

小

作
料
の

問

題
の

み

を

以

て

し

て

は
､

今

日

の

農
村

危
機
は

解
決
し

得
な
い

の

で

あ

る
｡

農
村

疲

椚
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弊
の

因
つ

て

来
る

所
以
は

農
村

負
塘
加
重

に

原
因

す
る

も
の

で

あ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

っ

て
､

之

を

打
破

す
る

為
に

は
､

小

作
貴

､

自
作

農
打
つ

て
一

丸

と

な
つ

て
､

農
村

負
塘
軽
減
の

為
に

顔

起
し

な

け

れ

ば

な
ら

な
い

｡

政
府
は

無
為
に

し
て

､

一

切
の

農
村
政

策
を

拗
棄
し
て

ゐ

る
｡

故

に

資
本

家
の

横
暴
を

鷹
懲
し

､

政

府
の

農
村
政

策
の

確
立

を

促
す

為
に

､

我
々

は

更
に

其
の

組
織
を

撰
大

強
化
し

､

圃

結
の

威
力
を

以
て

之
に

封
鷹
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

｡

之
が

我
々

に

輿
へ

ら
れ

た

る

虔
村
危
局

打
開
の

唯
一

の

途
で

あ

る
｡

一

部
農
民

運

動
着
中

に

ほ

や

ゝ

も

す

れ

ば

小

作
争
議
激

蜃
を

主

張
す
る

事
件
師
的
存
在

を

見
る

｡

我
々

は

小

作
料
減
免
闘
争
の

必

要
は

之
を

痛
感
し

､

之

が

為
に

献
身
的
努
力
を

傾
注

す
る

こ

と

勿
論
な
る

も
一

部
に

於
け

る

が

如
き

小

作
争
議
に

よ

つ

て

の

み
､

農
村
危
機
は

除

去
せ

ら
れ

る

か

に

宝

侍
し

､

又
か

く

偏
信

す
る

の

如
き

存
在
は

､

そ

れ

が

如

何
な

る

理

論
に

因
つ

て

美
化
さ

れ

る

と

雄
も

､

斯
る

指
導
者
の

存

在
は

断
乎

と

し
て

排
撃
し

､

小

作
人
の

農
業
経
営
の

正

常
な

る

嶺

達

を

期
さ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

要
す
る

に

我
々

は

小

作
農
民
の

権
益

擁
護
の

為
に

地

主
の

不

嘗
利
得
に

封
抗
し

､

之
が

是
正

を

期

す
る

こ

と
の

必

要
は

改

め
て

強
調

す
る

迄
も

な
い

が
､

之

を

以
て

ヽ

ヽ

ヽ

貞
民

解

放
運

動
の

全

部
と

す
る

が

如
き

誤

謬
を

排
し

､

小

作
､

自

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

作
の

農
民
が

融
合

一

致

し
て

､

耕
作
樽
の

確
立

､

都
市

､

農
村
負

捨
均

衡
運

動
に

全

力
を

傾
注
し

､

以
て

農
民
生

活

権
の

確
保
を

庶

胱

へ

3 3
)

(

糾
)

(

3 5
)

幾
せ

ん

と

す

る

も
の

で

あ

る
+

(

傍
点

-
引

用

者
)

む
す

び

昭

和
恐

慌
期
に

お

け

る

農
民
の

詔

勅
向

は

以

上
の

如
く

で

あ
っ

た
｡

こ

の

よ

う

な

諸

動
向

は
､

一

つ

に

は
､

こ

れ

ま

で

小

作
争
議
の

み

が

過

大
に

評
価
さ

れ

て

き

た

こ

と
に

よ

っ

て
､

二

つ

に

は
､

請

願
運

動
と

い

う

形
に

示

さ

れ

る

よ

う
に

､

二
､

三

の

例
外

的
な

も

の

を

除
け

ば
､

穏
や

か

な

形
態

を

と

っ

た

こ

と

に

よ
っ

て
､

三

つ

に

は
､

形
態

が

建
多
で

あ

り
､

位
置
づ

け

が

困

難
で

あ

る

こ

と

に

ょ

っ

て
､

従

来
全

く

無
視
さ

れ

て

き

た

と
い

っ

て

よ

い
｡

し
か

し
､

こ

の

時
期
の

地

主

小

作
間
の

対

抗
(

=

小

作
争
議
)

が
､

農
民

運

動
と

し

て

ど

れ

ほ

ど
の

積
極

的
意
義
を

付

与

し

う
る

か

に

つ

い

て
､

香
定

的
な

結
論
し
か

え
ら

れ

な
い

と

す

れ

ば
､

本

稿
で

と

り

あ

げ

た

恐

慌
期
の

諸

現

象
に

つ

い

て
､

従

来
の

よ

う
に

軽
視
す

る

こ

と

は

許
さ

れ

な
い

と

考
え

る
べ

き
で

あ

ろ

う
｡

本
稿
で

は
､

昭

和
恐

慌
期
に

地

主

小

作
関

係
に

収
れ

ん

さ

れ

え

な
い

事
実
が

広
汎
に

現

出
し

た

こ

と

を

確
認

し
て

お

け

ば

充

分
で

あ

る
｡

本
稿
で

取

扱
っ

て

き

た

こ

と
の

､

地

主

小

作
関
係

を

も

含
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め

た

冶
体
の

中
で

の

歴

史
的
位
置
に

つ

い

て

は
､

別
の

機
会
に

検

討
し

た

い
｡

(

1
)

た

と

え
ば

､

中

塚
明

｢

天

皇

制
フ

ァ

シ

ズ

ム

と

農
民

闘

争
+

(

『

日

本

史

研

究
』

二

四

号

一

九

五

五

年

所

収
)

や
一

柳

茂

次

｢

全

点
全

国

会

議

派
の

歴
史

的

意
義
+

(

農

民

運

動

史
研

究

会

編

『

日

本

農

民

運

動

史
』

一

九
六

一

年

所
収
)

｡

最
近
の

研

究
で

は
､

酒

井

博
一

｢

昭

和

恐

慌
期
に

お

け

る

『

貧
農

的
』

農
民

運

動
の

研
究

-
山

形

県

村

山
地

方
の

運

動
史

か

ら
-
-
-
+

(

東
北

大

学

農

学

部

農

業

経

営

研
究

室

『

鼻
業

経
済
研

究

報

告
』

第

六

号

一

九

六

五

年
所

収
)

が
､

恐

慌

期
に

お

け

る

村
山

地

方
の

農

民

運

動
を

と
り

あ

げ
､

小

作
争
議

の

み

な

ら

ず
､

多
面

的

な

語

間

争

(

養
蚕

農
民

救

済

闘
争

･

税
金

闘

争
･

電
燈

料
値
下

げ
運

動
･

村
内

民

主

化

闘

争
･

借
金

棒
引

き

闘

争
)

ヽ

ヽ

ヽ

に

つ

い

て

記
し

て

い

る

が
､

そ
れ

は
､

一

地

方
の

運

動
を

､

小

作

貧

ヽ

ヽ

ヽ

農
の

闘

争
と

し

て

位
置
づ

け
る

に

と

ど

ま
っ

て

い

る
｡

(

2
)

農

民

運

動
史
研
究

会

編

前

掲

書
一

九
二

頁
｡

ヽ

ヽ

(

3
)

念
の

た

め

に

こ

と

わ
っ

て

お

け

ば
､

同

書
が

自

作
農
を

｢

中

立

を

め

ぐ
る

｢

闘

争
+

に

転

換
す

る
｡

こ

の

｢

闘

争
+

は
､

小

作
人

に

と
っ

て

生

活

防

衛
の

た

め
の

も
の

で

あ

る

の

と

同

じ

ょ

う

に
､

｢

闘

争
+

の

相

手

た
る

没

落
し
っ

つ

あ

る

中

小
地

主

(

=

自

作
地

主
)

に

そ
の

も
の

+

と

し

て

位

置
づ

け
て

い

る

と

言
っ

て

い

る

の

で

は

な
い

｡

基
本

的
に

ほ

中

立

的
な

も
の

と

し
て

位

置
づ

け
て

い

る

と
い

う

意
で

あ
る

｡

(

4
)

従

来
､

戦

前

期
を

通

じ
て

農
民

運

動
の

支

配

的

形
態

と

さ

れ
て

い

る

小

作

争
議
の

展
開
に

つ

い

て

の

検

討
は

別
の

機

会
に

ゆ

ず
る

が
､

行

論
の

必

要
上

結

論
だ

け

を

記

し
て

お

こ

う
｡

こ

の

時

期
に

ほ
､

小

作

争
議
の

支

配

的

形

態
が

､

小

作

料
を

め

ぐ

る

大

地

主
に

対

す
る

闘

争
か

ら
､

窮
乏

化

し
た

中
小

地

主

と
の

土

地

と
っ

て

も

対

応
ほ

､

小

作

料
の

増
大

や

確

保
の

た

め

の

も

の

で

は

な

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

く

生

酒

防
衛
の

た

め

の

も

の

で

あ
っ

て
､

そ

う

し
た

争
議
に

農
民

運

動

と

し
て

過

大

な

横

猿
的

意

義
を

付

与

す
る

こ

と

は

不

可

能
で

あ

る
｡

な

お
､

こ

の

時

期
の

農
民

運

動
を

筆

者

は

｢

小

農

経

営

維

持
･

防
衛

闘

争
+

で

あ
る

と

規

定
し

､

自

作
地

主

を

も

運

動
の

担
い

手
に

含
み

う

る

と

み

る

が
､

こ

の

点
に

つ

い

て

も

別
の

機

会
に

論

証
し

ょ

う
｡

(

5
)

内

務

省

警
保

局

編

『

社

会

運
動
の

状

況

4
』

(

昭

和

七

年
)

七
二

八

-
二

九

頁
｡

(

6
)

同

前

書

九
三

一

頁
｡

(

7
)

同

前

書

七
三

二

頁
に

よ

る
｡

(

8
)

こ

の

ほ

か

農

本

連

盟

(

岡
本

利

吉

を

中

心
と

す
る
)

は

農

村
緊

急

対

策

と

し
て

､

付

点

家

負

債
の

整

理
､

皿

農

産

物

価

額

維
持

及

貨

幣

価
値

引

下
､

榔

農

家

負

担
の

軽
減

を

発

表

し
た

が
､

実

際
の

運

動

ほ

な
か

っ

た

(

協

調

会

『

農

村

社
会

運

動
の

動
向
』

昭

和

七

年

五

三

!
五

五

頁
)

｡

(

9
)

(

1 0
)

長

野
朗
｢

島
民

請

願

運

動
の

経

過
+

(

『

改

造
』

昭

和

七

年
一

〇

月

号

所
収
)

九
一

頁
｡

(

1 1
)

鈴

木
茂
一二
郎

｢

我

国

農
民

運

動
の

僻
撤

囲
+

(

『

改

造
』

昭

和

七

年
一

一

月

号

所

収
)

一

二

四

頁
｡

(

1 2
)

協

調

会

『

農

村

社

会

運

動
の

動

向
』

五

五

頁
｡

(

1 3
)

同

前

書
六

六

頁
｡
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(

1 4
)

こ

の

ほ

か

第
六

二

議

会
に

た
い

し

て
､

群

馬

県

町

村

長
､

道
府

県

貴

会

長

協
議
会

､

全

国
町

村
会

長
等
も

そ
れ

ぞ

れ

請

願
･

陳
情

運

動

を

行

な
っ

た
｡

(

1 5
)

前

掲
『

社

会
運

動
の

状

況

2
』

六

八
一

-
八
二

頁
｡

(

1 6
)

翌

六

年
の

全

国

大

衆
党

農

村

委
員
会
に

よ

る

農
村

窮
破

闘

争
に

っ

い

て

｢

右

ノ

方

針
二

基
キ

地

方

支

部

中
､

神

奈
川

､

新

潟
､

長

野
､

岡
山

､

埼
玉

､

群

馬
､

鹿
島

､

肩

岡

等
二

於
テ
ハ

支

部

執
行

委

貞
合

､

座
談

骨
､

演

説

骨
ヲ

開
催
シ

或
ハ

決
議

､

孝
明

書
等
ヲ

蓉

表
シ

或
ハ

地

方
二

於
ケ

ル

種
々

ノ

小

問

題
ヲ

捉
へ

テ

本

運

動
二

綜
ヒ

付
ケ

地

方

官

局
二

陳

情
ス

ル

等
ノ

コ

ト

ア

ワ
+

と

報

告

さ

れ

て

い

る

(

前

掲

『

社

会

運

動
の

状

況

3
』

五
二

二

頁
)

｡

(

1 7
)

前

掲

『

社

会

運
動
の

状

況

2
』

六

八
二

1
八
三

頁
｡

(

1 8
)

協
調

会
『

最
近
の

農
民

運

動
』

(

昭

和
六

年
)

九
一

頁
｡

(

1 9
)

前

掲

『

社

会

運

動
の

状

況

4
』

一

二

〇
三

頁
｡

(

2 0
)

同

前

書
一

二

〇
五

頁
｡

(

2 1
)

同

前

書
一

二

〇

六

頁
｡

(

2 2
)

農
民

魁
合

史
刊

行

会

窮

『

農
民

組
合

運

動

史
』

六
二

八

-
二

九

頁
｡

(

2 3
)

昭

和
七

年
四

月
､

フ

ア

γ

シ

ョ

的

な

日

本

農

民

組
合
か

ら

分

裂

し
て

で

き
た

目

鼻

絵
同

盟

で

も
､

運

動
の

展

開
は

上

記

三

覿

合

と
ほ

ぼ

同
一

で
■ぁ

っ

た

(

前

掲

『

社

会

運

動
の

状

況

4
』

一

二

〇
七

-

〇

八

頁
参

照
)

｡

(

2 4
)

青

木

前

掲

書

四

〇

九

頁
｡

(

2 5
)

中

村

善

治

編

『

宮

城

県

農
民

運

動

史
』

(

一

九

六

八

年
)

九

二

九

頁
｡

(

2 6
)

同

前

書
九
四

一

頁
｡

(

2 7
)

強

戸

村
争
議
に

つ

い

て

ほ
､

拙

稿

｢

大

正

末

-
昭

和

初

期
に

於
け

る

村
政

改

革

闘

争

-
群

馬

県
強

戸

村
争

議
の

分

析
を

中
心

と

し

て

ー
+

(

『

一

橋
論

叢
』

昭

和

四

六

年
一

〇
､

一

一

月
号
)

参
照

｡

(

2 8
)

小

作

争
議
の

質
的

転

換
と

は
､

注

(

4
)

で

記
し

た

小

作

料

減

免

闘

争
=
サ

小

作

藤

続

要

求
闘

争
へ

の

転

換
を

意

味

す
る

｡

(

2 9
)

前

掲

『

農

村

社

会
運

動
の

動
向
』

一

三

四

頁
｡

(

3 0
)

農
民

組

合

史
刊
行

会

編

前

掲

書
五

九
七

頁
｡

(

3 1
)

青

木

前

掲
書
三

九

八

頁
｡

(

3 2
)

大
原

社

会

問

題

研

究

所

『

日

本

労

働
年

鑑
』

第
1 5

巷
(

昭

和
九

年
)

三

六
三

頁
｡

な
お

､

こ

と

わ

る

ま

で

も

な
い

が
､

こ

こ

で

い

わ

れ

る

島
民

組

合
の

同

盟

者
た

り

う
る

中

小
地

主
と

は
､

完
全
に

没

落

し

た

そ
れ

で

は

な

く
て

､

没

落
の

危
機
に

直

面
し

た

中
小

地

主
の

意

味
で

あ
る

｡

(

3 3
)

大

原

社

研

『

年
鑑

第
1 7

巻
』

(

昭

和
一

一

年
)

四
一

五

頁
｡

な

お
､

同

書
は

こ

の

組
合
の

昭

和
一

〇

年
の

活

動
に

つ

い

て

次
の

如

く

記
し

て

い

る
｡

｢

本

年
度
に

お

け
る

本

風

合
の

運

動

は

前

年
度
と

大

差
な
い

が
､

組

合
の

闘

争
の

圭

鮎
を

小

作
料
減

免

闘
争

と
せ

ず
､

所

謂

負
債

整

理

取

合
､

産

業
風

合

等
の

農

村
の

経

済
機
構
を

貧
農
の

手

に

移

す
こ

と

に

圭

鮎
を

置
き
こ

れ

に

向
っ

て

組

織
を

漬
大
し
っ

つ

あ

る
｡

そ
の

結

果

組

合

員

中
に

は

産

業

組
合

理

事
､

負
債

整
理

組
合

長
､

産

青
聯

幹

部

等

多
く

､

こ

の

連

動

は

漸

次

関

東
地

方

を

中

心
に

各
地

に

進
め

ら
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( 5 1 ) 昭 和 恐慌期 に お け る 農民 の 諸 動向 に つ い て

g 7 9

一

､〕

▲ ■

れ

つ

つ

あ

る

や

う
で

あ
る
+

(

四
一

四

頁
)

｡

(

3 4
)

こ

の

よ

う
に

み

て

く
れ

ば
､

自

治

農
民

協

議

会

を
は

じ

め

と

す

る

烏
本

主

義
者

た

ち
が

｢

従
来
の

階
級

的

農
民

運

動

及
び

国

家

社

食

主

義
等
の

フ

ァ

ッ

シ

ョ

を

排

撃
し

以

て

地

主
､

自

作

農
､

小

作
人

を

打
っ

て
一

丸

と

す
る

君

民

共

治

農

本

自
治
の

達

成

を

目

的
と

し

て

居

る
+

(

前
掲

『

農

村

社

会

運

動
の

動
向
』

五

三

頁
)

と

言

わ

れ

る

よ

う
に

､

農

民

諸

階

層
を

一

体
と

し

て

考

え

て

い

た

こ

と

は
､

地

主

を

小

地

主

と

同

置

す
れ

ば
､

農
村
認

識

と

し
て

は
､

た

だ
ち

に

誤
っ

て

い

た

と

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

｡

む

し

ろ
､

悪

し

き

｢

先

取

り

路

線
+

で

あ
っ

た

と
み

る

ぺ

き

で

あ

ろ

う
｡

(

お
)

多
少
の

地

代

=

小

作
料

を

収

取
し

て

い

る

小

地

主

(

=

自

作
地

主
)

が
､

何

故
に

農
民

運

動
の

中
で

は

｢

好

意

的

中

立

者

若

く
は

､

同

盟

軍
+

と

し

て

位

置
づ

け

ら
れ

う
る

の

か
､

と
い

う

問

題
ほ

､

日

本

資

本
主

義
の

農

業

問
題
の

特

殊
性

に

か

か

わ

る

問
題
で

あ

り
､

現

在
の

と
こ

ろ

未
解

明
の

問

題
と

し

て

残
し
て

お

く

し
か

な
い

｡

し

か

し

な

が

ら
､

自

作

地

主
が

､

こ

の

時

期
に

は

小

鳥
(

小

作
農

･

自

作

農
と
い

わ

れ

る

階

層
が

そ

れ

で

あ

り
､

正

確
に

は

過

小

農
と
い

う
ぺ

き

で

あ

る

が
)

に

準

ず
る

階

層
に

転

化

し
て

い

た
と

想

定

す
る

こ

と

は

不

当

で

ほ

な
い

で

あ

ろ

う
｡

(

一

橋
大
学

助

手
)




